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超電導高勾配磁気分離法を用いた除去土壌の減容化に関する研究 

～前処理としての解泥法の検討～ 

西本 湧希(大阪大学大学院工学研究科)，秋山 庸子(大阪大学大学院工学研究科)， 

辻本 宏(鹿島建設株式会社)，間宮 尚(鹿島建設株式会社) 

１．目的 

福島第一原子力発電所の事故によって発生した除去土壌の減容化のため，我々は湿式分級と超電導磁気分離

を組み合わせた手法を検討している。本研究では，有機物含有量の多い農地土壌での磁気分離性能の向上を目

的として，土壌粒子の凝集状態を解消するための解泥処理を検討した。 

２．提案する減容化システム 

本研究において提案する土壌減容化フローを図 1 に示す。常磁性体の 2：1 型粘土鉱物はセシウムを強固に

吸着し，吸着量も多いという性質がある一方で，反磁性体の 1：1 型粘土鉱物はセシウムを弱く吸着し，吸着

量が少ないという性質がある。このことを利用し，湿式分級によって分離したシルト・粘土を超電導高勾配磁

気分離により，高放射能濃度の 2：1 型粘土鉱物と低放射能濃度の 1：1 型粘土鉱物に選択的に分離する。 

除去土壌の約 54 %を占める農地土壌 1)で

は，宅地土壌等と比較して有機物含有量が

多いため，有機物によって 2：1 型粘土鉱物

と 1：1 型粘土鉱物が凝集しやすい。そのた

め，本研究では，凝集を解消するための解

泥処理を湿式分級後のシルト・粘土に対し

て行うことにより，磁気分離による高放射

能濃度の土壌と低放射能濃度の土壌の分離

率を向上させることを検討した。 

３．実験方法 

 75 µm 未満に分級した 3 種類の非汚染の農地土壌各 30 g に対して蒸留水 3 L である固液比 1：100 の懸濁

液を用意した。次に，解泥処理として各懸濁液に 4 M の KOH 水溶液を加えて pH がおよそ 9 になるよう調

整した後，撹拌翼を用いて 120 rpm で 5 分間撹拌した。この解泥処理を行った懸濁液と解泥処理前の懸濁液

それぞれを対象に磁気分離(印加磁場 6 T，流入速度 3.0 cm/s)を行い，磁気フィルター(直径 5.0 cm，枚数 50

枚，線径 0.5 mm，メッシュ数 20，フィルター間隔 5 mm，フィルター材質マグネステン○R )に捕捉された土壌

と通過した土壌それぞれの体積磁化率を 3 回ずつ測定し，平均をとった。 

４．結果・考察 

実験結果を図 2 に示す。解泥処理を行った試料は未処理の試

料に対して捕捉土壌の磁化率の増加が確認された。このことは，

解泥処理により 2：1 型粘土鉱物のより選択的な捕捉が可能にな

ったことを表しており，線量低減に効果的であることが示され

た。 
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図 1 湿式分級と磁気分離による土壌減容化のフロー図 

図 2 通過土と捕捉土の磁化率測定結果 
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